
平
成
六
年
三
月
二
十
五
日
発
行

第
二
七
九
号

大
豊
町
中
央
公
民
館
編
集

印
刷
高
知
印
刷
株
式
会
社

二
月
末
の
人
口
世
帯
数

世
帯
三
、
○
七
七
戸

男
三
、
五
○
一
人

女
三
、
九
八
六
人

人
口
七
、
四
八
七
人

一
Ｊ

一

大豊町南大王福寿草の里にて撮影（平成6年2月15日）

◎
二
十
一
世
紀
に
向
け
、
若
者
が
定

着
す
る
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
全

町
民
こ
ぞ
っ
て
努
力
を
致
し
ま
し

し
ふ
、
旬
ノ
。

｜
、
私
た
ち
は
、
つ
ね
に

心
と
体
を
き
た
え
て

明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
つ
ね
に

人
間
を
大
切
に
し

幸
せ
を
わ
か
ち
あ
え
る

町
民
に
な
り
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
つ
ね
に

助
け
合
い
、
決
め
ご
と
を

守
り
、
よ
い
習
慣
を
つ
く
り
ま
｛
晃

一
、
私
た
ち
は
、
つ
ね
に

郷
土
を
愛
し

産
業
と
文
化
の
創
造
発
展
に

つ
と
め
ま
す
。

｜
、
私
た
ち
は
、
つ
ね
に

力
を
合
わ
せ
て
福
祉
と
文
教
の

町
を
つ
く
り
ま
す
。
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喜大豊町消防団出初め式｡婁一
要型灘掻噌1994年勢漫塁蝦三

一
月
十
六
日
、
大
豊
町
消
防
団

恒
例
の
出
初
式
が
、
農
村
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

集
合
ラ
ッ
パ
を
合
図
に
、
三
百

団
員
が
整
列
、
渡
辺
町
長
・
樋
口

団
長
の
訓
示
、
機
械
器
具
の
点

検
・
西
岡
前
団
長
よ
り
寄
贈
頂
い

た
「
分
団
旗
」
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
た
後
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に

対
し
、
感
謝
状
な
ど
各
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
各
分
団
各
部
ご

と
に
地
域
に
も
ど
り
、
防
災
施
設

の
点
検
や
各
家
庭
を
巡
回
し
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

昨
年
町
内
で
発
生
し
た
火
災
件

数
は
「
山
林
火
災
二
件
・
建
物
火

災
二
件
・
車
両
火
災
一
件
」
で
す

が
、
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
で
「
地

す
べ
り
に
よ
る
家
屋
の
崩
壊
や
道

路
網
の
崩
壊
」
等
々
多
く
の
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

お
互
い
に
今
一
度
、
、
我
が
家
の

防
災
点
検
を
行
い
、
日
頃
か
ら
災

害
に
対
す
る
「
備
え
・
認
識
」
を

深
め
ま
し
ょ
う
。
「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
無
し
』
と
言
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
皆
様
、
日
夜
ご
苦

労
様
で
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

P

弐一

－J。

凸皇一室一号_里＝_全：.．

岸一一~~~一幸･一二－－

一
一■

。

西岡前団長寄贈の分団旗を先頭に整列 渡辺町長より伝達表彰
一

《
一

宝鳥掌』緬壷
一

宣著毛一閉報い腎言摩．邑廼‐‐一一

整備された機械器具の点検 各分団ごとに分列行進
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「
農
村
の
担
い
手
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
女
性

が
、
生
産
や
生
活
・
地
域
社
会
に

お
い
て
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
相
互
に
研
鎮
し
、
結
束
を
強

め
、
意
見
交
換
を
行
い
、
農
村
女

性
の
役
割
を
認
識
す
る
と
と
も
に

適
正
な
評
価
へ
の
気
運
を
高
め
、

女
性
の
地
位
向
上
を
図
る
」
を
目

的
に
、
二
月
十
五
日
、
農
工
セ
ン

タ
ー
に
町
内
各
地
区
よ
り
六
十
名

余
り
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
研
鎖
を
深
め
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
農
業
普
及
所
の
指

導
で
「
米
・
牛
乳
料
理
・
郷
土
料

理
」
の
講
習
会
。
午
後
か
ら
は
日

本
化
工
Ｋ
Ｋ
の
川
村
貞
夫
氏
を
講

師
に
迎
え
「
山
間
地
の
抱
え
て
い

る
問
題
と
今
後
の
方
向
性
」
と
題

し
た
講
演
、
そ
の
後
、
大
利
愛
さ

ん
の
司
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
や
環
境
問
題
・
今
後
の

農
業
の
あ
り
方
・
生
産
者
の
育
成

問
題
・
病
気
見
舞
の
お
返
し
物
の

廃
止
」
等
々
生
活
に
関
わ
る
諸
問

題
が
出
さ
れ
、
予
定
時
間
を
延
長

し
、
農
協
や
行
政
の
担
当
者
か
ら

の
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
農
業
の
傍
ら

自
分
た
ち
が
製
作
し
た
作
品
が
、

数
々
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
』

瞳
大豊 バルZス禿也非

〆

BnEe

瞬霞
謹
一.

1

鰹 鐸
■

圃幻”

展示された制作作品 講師・川村貞夫氏の熱演

三
月
三
日
、
農
工
セ
ン
タ
ー
に

て
、
平
成
五
年
度
第
二
回
目
の
町

連
合
婦
人
会
代
議
員
会
が
開
か

れ
、
町
内
各
婦
人
会
よ
り
、
五
十

名
余
り
が
参
加
。

五
年
度
の
事
業
報
告
・
会
計
報

告
が
行
わ
れ
た
後
、
六
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
（
案
）
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
本
年
は
じ
め
て
の
試

み
と
し
て
、
体
験
発
表
（
五
年
度

に
、
町
内
外
の
各
研
修
に
参
加
し

た
方
点
の
発
表
）
が
あ
り
、
質
疑

応
答
で
は
、
全
町
的
な
運
動
と
し

て
「
お
見
舞
の
お
返
し
物
の
廃
止

運
動
」
等
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
六
年
度
活
動
方
針

「
参
加
学
習
連
帯
」
に
よ
っ
て

会
の
活
性
化
を
は
か
り
、
愛
と
信

頼
に
よ
る
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た

活
動
を
実
現
す
る
。

活
動
目
標

一
、
組
織
の
充
実
、
強
化

二
、
健
康
づ
く
り
の
推
進

三
、
青
少
年
の
健
全
育
成

四
、
交
通
安
全
の
推
進

《
』

五
、
明
る
い
選
挙
の
推
進

六
、
現
代
社
会
に
対
応
す
る
生

き
方
の
学
習

七
、
生
涯
学
習
の
推
進

◎
こ
う
し
た
活
動
方
針
に
添
っ
た

取
り
組
み
を
推
進
し
、
過
疎
と
高

齢
化
の
中
で
の
婦
人
の
役
割
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
の
連
帯
を
深

め
、
社
会
福
祉
活
動
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

各
地
域
で
の
婦
人
会
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
平
石
常
子 町連合婦人会平石会長挨拶
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町
連
合
婦
人
会
代
議
員
総
会
開
く



嶺
北
の
春
を
つ
げ
る
南
大
王
の

福
寿
草
ま
つ
り
が
、
二
月
十
一
日

オ
ー
プ
ン
、
三
月
十
三
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
延
べ
六
千
人
余
り
が
福

寿
草
の
里
を
訪
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
寒
波
や
積
雪
な
ど
で

開
花
が
多
少
遅
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
二
月
後
半
よ
り
順
調
に
咲

き
、
連
日
大
勢
の
行
楽
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
福
寿
草
ま
つ
り
期
間
中

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
山
田
太
鼓
や

野
立
て
会
・
町
内
の
伝
統
芸
能
な

境
大
義
涌
鐘
謹
蚕

行
楽
客
で
お
お
に
ぎ
わ
い

Ｂ
『

早
患
う
蛾

ど
が
披
露
さ
れ
、
か
れ
ん
な
草
花

と
と
も
に
山
里
を
訪
れ
る
行
楽
客

も
満
足
を
し
て
い
ま
し
た
。

◎
幸
せ
を
招
く
福
寿
草
と
と
も
に

大
豊
に
も
春
が
訪
れ
ま
す
。

「
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
町
」
大
豊

に
は
、
広
大
な
大
自
然
と
山
の

幸
・
人
情
の
豊
か
さ
・
素
朴
さ
が

あ
り
ま
す
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
我
が
町

大
豊
の
探
訪
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

一

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
を
発
火

源
別
に
み
る
と
、
た
ば
こ
が
一
番
多

く
て
一
八
・
九
％
、
次
い
で
暖
房
器

具
が
一
七
・
七
％
、
調
理
器
具
が
七
・

九
％
と
続
き
ま
す
。
住
宅
防
火
の
た

|IllllIlⅡ|Ⅲ||Ⅱ|’

わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
の
よ
う
に

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
火
災
の
ニ
ュ

ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。
一
般
の
住
宅

火
災
の
発
生
は
、
一
年
間
（
平
成
四

壬
に
約
一
万
九
千
件
ｌ
こ
れ
は

全
国
で
起
き
た
建
物
の
火
災
の
六
割

で
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

一
年
間
に
九
百
十
二
人
で
、
建
物
火

災
の
死
者
数
の
約
九
割
も
占
め
て
い

る
の
で
す
。

▼
住
宅
防
火
対
策

住
宅
事
情
に
合
わ
せ
て

防
災
機
器
を
取
り
つ
け
る

一
番
多
い
の
は

た
ば
こ
に
よ
る
死
者

|lIIlⅡⅢ''111ⅡIlI

め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

▽
寝
た
ぱ
こ
は
や
め
る

▽
暖
房
器
具
の
近
く
で
、
洗
稲
物
を

乾
か
さ
な
い

▽
調
理
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
な

い
▽
仏
聴
な
ど
の
火
の
管
理
は
し
っ
か

り
す
る

し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
人
間

で
す
か
ら
、
「
つ
い
、
う
っ
か
り
」
し

て
し
ま
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
の
た
め
に
、
住
宅
の
防
火
対

策
に
有
効
な
防
災
機
器
な
ど
を
、
家

庭
内
に
そ
ろ
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

●
防
炎
製
品
ｌ
火
が
接
触
し
て
も
、

燃
え
広
が
り
に
く
い
よ
う
に
加
工
き

れ
て
い
る
製
品
で
す
。
寝
具
、
衣
類
、

じ
ゅ
う
た
ん
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
設
備
ｌ
熱
や

煙
を
感
知
し
て
、
警
報
音
で
火
災
の

発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。

。
自
動
消
火
装
殻
’
て
ん
ぷ
ら
油

に
火
が
つ
い
た
と
き
な
ど
、
煙
や
熱
、

炎
を
感
知
し
て
自
動
的
に
消
火
剤
が

出
て
火
を
消
し
ま
す
。

一

川
火
の
元
に
は
川

川
十
分
注
意
を
す
る
川

こ
の
よ
う
な
防
災
機
器
な
ど
を
、

家
の
事
傭
に
合
わ
せ
て
取
り
つ
け
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
住
宅
防
火

対
策
に
効
果
的
で
、
機
能
の
よ
い
防

災
機
器
な
ど
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い

る
も
の
に
は
、
「
住
宅
防
火
安
心
マ
ー

ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
目
安

に
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
や

貴
重
な
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
う
恐
ろ

し
い
も
の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
火
の

元
に
は
十
分
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
て
も

す
ぐ
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
、
消
火

魚
認
慰

○
安
全
調
理
総
具
ｌ
揚
げ
物
な
ど

の
油
が
異
常
に
加
熱
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
自
動
的
に
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し

た
り
、
調
理
中
に
火
が
消
え
た
場
合

に
、
自
動
的
に
ガ
ス
を
止
め
た
り
す

る
機
能
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
安
全
暖
房
器
具
ｌ
誤
っ
て
転
倒

し
て
も
自
動
的
に
消
火
し
た
り
、
ま

た
熱
源
（
炎
）
が
露
出
し
た
り
し
て
い

な
い
な
ど
の
安
全
対
策
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
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大
杉
小

本
町
落
合
出
身
の
声
楽
家
で
、

主
に
東
京
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
「
門
田
公
夫
先
生
」
に
よ
る

独
唱
会
が
、
三
月
二
十
二
日
、
町

内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
独
唱
会
は
、
門
田
先
生
の

ご
好
意
に
よ
り
、
大
豊
の
子
供
た

ち
に
生
の
音
楽
を
と
、
生
涯
学
習

の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で

す
。

大
杉
小
体
育
館
に
集
ま
っ
た
二

百
名
余
り
の
子
供
た
ち
は
、
ピ
ヤ

ニ
ス
ト
の
大
石
の
り
子
さ
ん
の
伴

奏
で
歌
う
「
浜
辺
の
歌
・
鉾
を
納

め
て
．
ふ
る
さ
と
」
な
ど
の
曲
目

を
生
で
聞
き
、
迫
力
の
あ
る
バ
リ

ト
ン
独
特
の
音
声
と
み
ご
と
な
歌

唱
力
に
十
分
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

な
お
、
四
月
十
六
日
（
土
）
午

後
七
時
よ
り
県
民
ホ
ー
ル
に
て
、

先
生
の
「
バ
リ
ト
ン
独
唱
会
」
が

開
か
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
門
田
先
生
の
格
調
高
い

音
楽
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

雪
ハ
リ
ト
ン
劇
門
田
公
夫
氏
独
唱
会

‐
‐
‐
、
く
塁
、
．

蝿
大
杉
小
学
校
に
でi県蝋糊綱鵬’|｜

,入場券繍窪兜聯隅繍2.500(燕I
主催リリカ・ローゼTel03(3442)7277|

'"後援ﾙ高矢9新岬･“放雪本単町診青雲員会‘．，
一
Ｊ

門田先生熱唱
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健康優良家庭町長表彰｜
国民健康保険証を2年間1度も使わなかつ｝

た世帯で､国保税を完納されている方々 に対I
し､大豊町長より表彰状と記念品が贈られまし｝
た。

健康優良表彰家庭

部落世帯主上東白石徳一｝
戸手野西岡小直東庵谷山中秀夫｜
杉3番地小笠原幸男西庵谷岡林慨｝
大王上岩本光茂船戸朝日東洋士I
穴内'~2都築盛幸大田ロ都築寿栄子｝
穴内三区岡本宗子上桃原上村義金I

◎
老
人
医
療
の
入
院
時
一
部

負
担
金
減
額
認
定
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

老
人
保
健
で
は
現
在
入
院
す
る

と
、
一
日
七
○
○
円
の
自
己
負
担

金
が
必
要
で
す
が
、
次
の
よ
う
な

条
件
を
満
た
し
た
方
に
は
、
入
院

時
一
部
負
担
金
減
額
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る

》
」
シ
」
Ｏ

二
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
で

あ
る
こ
と
。

こ
の
認
定
を
受
け
る
と
、
二
カ

月
か
ぎ
り
、
一
日
三
○
○
円
の
自

己
負
担
と
な
り
、
そ
の
後
は
無
料

と
な
り
ま
す
。

但
し
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
に

つ
い
て
は
、
収
入
等
に
よ
っ
て
毎

年
該
当
す
る
と
は
限
ら
な
い
た
め

毎
年
六
月
に
更
新
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
該
当
さ
れ
ま
す
方
は
、

住
民
課
保
険
班
ま
で
手
続
き
に
お

い
で
下
さ
い
。

◎
次
の
も
の
を
ご
持
参
下
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
証

市
町
村
民
税
非
課
税
証
明

保
険
証
・
受
給
者
証
・
印
鑑

尚
、
詳
し
く
は
、
住
民
課
保
険
班

窓
ね
ｌ
Ｏ
４
５
０
に
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
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Ｊ

〃小林栄美大砂子北窪貢

和田池添輝雄大平小松光代

立川三谷杉本直近〃渡辺恒子

刈屋小椋高治大滝仲川俊郎

中和小笠原菖年蔭信高安夫
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ともしび（第4号）を発刊
この度「詩・短歌・俳句・随筆」など、百人に垂々とする方々から玉稿を賜り「とも

しび第4号」を発刊することができました。

多くの皆様方がご愛読下さいますようよろしくお願い致します。

なお、ご希望の方は町教育委員会か町文化推進協議会にお訪ね下さい。

大豊町文化推進協議会会長石原正j垣
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昭
和
三
十
年
代
に
は
、
全
国
的

に
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
で
、
各
地
の
ス

キ
ー
場
は
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

当
時
、
大
豊
町
に
も
「
柚
木
に

ス
キ
ー
場
」
が
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン

に
は
県
内
外
よ
り
ス
キ
ー
客
が
た

く
さ
ん
訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

現
代
っ
子
に
も
ス
キ
ー
を
と
、

町
青
少
年
育
成
会
議
・
教
育
委
員

毎画.－

翼
ゲ

一

P

会
の
主
催
に
よ
り
、
三
月
六
日
、

愛
媛
県
の
久
万
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
に

て
ス
キ
ー
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
ス
キ
ー
体
験
と
言
う

こ
と
で
、
愛
媛
県
ス
キ
ー
連
盟
か

ら
三
名
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

土
長
福
祉
事
務
所
や
役
場
の
ス
キ

ー
経
験
者
ら
を
指
導
者
に
、
楽
し

い
ス
キ
ー
教
室
の
一
日
を
体
験
し

ま
し
た
。

ゲ
レ
ン
デ
に
出
た
親
子
は
、
初

め
の
う
ち
は
恐
る
恐
る
指
導
を
受

け
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
、
子
供
た
ち
は
上
達
も
早

く
好
奇
心
で
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

ス
キ
ー
の
感
触
を
あ
じ
わ
い
な
が

ら
上
手
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
達

は
、
悪
戦
苦
闘
、
ゲ
レ
ン
デ
の
あ
ち

こ
ち
に
大
き
な
穴
を
あ
け
て
は
大

町
体
育
会
剣
道
部
（
部
長
・
上

村
聡
）
で
は
、
剣
道
を
通
し
て
青

少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
各

地
区
で
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
二
月
十
三
日
、
大
豊
中
体
育

館
に
、
高
知
県
剣
道
連
盟
評
議

員
・
川
添
恵
美
先
生
（
教
士
八

段
）
を
招
き
、
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。

き
な
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
に
ね
え
、
と
「
柚
木
の
ス
キ
ー
場

午
後
三
時
過
ぎ
帰
途
に
つ
い
た
よ
も
う
一
度
」
の
思
い
に
一
同
た

一
行
は
、
車
中
の
話
し
合
い
で
大
め
息
を
つ
く
ば
か
り
、
そ
れ
で
も

豊
町
に
も
こ
う
し
た
ス
キ
ー
場
や
楽
し
い
一
日
に
満
足
し
家
路
に
つ

キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
っ
た
ら
え
え
の
き
ま
し
た
。
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町
内
の
豆
剣
士
や
指
導
者
、
保

護
者
ら
七
十
名
余
り
が
参
加
。
午

前
中
は
先
生
の
講
話
、
午
後
か
ら

は
指
導
者
ら
を
交
え
て
の
練
成
指

導
。
当
日
は
、
早
朝
よ
り
厳
し
い

寒
波
の
襲
来
で
会
場
の
体
育
館
は

冷
気
で
肌
を
さ
す
寒
さ
、
そ
れ
で

も
小
・
中
学
生
は
素
足
で
元
気
い

っ
ぱ
い
、
終
日
先
生
の
話
や
剣
道

実
技
の
講
習
を
熱
心
に
受
け
て
い

ま
し
た
。

○
大
豊
町
体
育
会
（
渡
辺
充
泰

会
長
）
で
は
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
目
標
に
」
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
推
進
と
会
員
の
拡
大
を
広
く
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
、
余
暇
の
活
用
が
あ

ま
り
上
手
で
な
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
日
頃
、
私
達
は
ス
ポ
ー
ツ
に

な
じ
む
機
会
も
少
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
あ
な
た
の
健
康
管
理

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

永
年
勤
続
功
労
章

豊
永
分
団
分
団
長
上
村
岱

天
坪
分
団北

川
部
団
員
西
岡
宏

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

精
績
章

豊
永
分
団豊

永
部
団
員
西
村
浩
一

勤
続
章

豊
永
分
団豊

永
部
班
長
下
村
瀧
雄

大
杉
分
団
副
分
団
長
森
下
登
志
夫

高
知
県
知
事
表
彰
（
伝
達
）

永
年
勤
続
功
労
章

豊
永
分
団
副
分
団
長
小
笠
原
哲
浩

落
合
分
団
分
団
長
門
田
将
男

落
合
分
団落

合
部
班
長
佐
野
兆
史

〃
団
員
北
窪
鹿
芳

豊
永
分
団豊

永
部
〃
西
梅
優
一

立
川
分
団立

川
部
〃
石
川
茂
春

高
知
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
伝
達
）

勤
続
章

大
田
ロ
分
団

大
田
口
部
団
員
藤
丸
貞
則

大
杉
分
団
杉
部
団
員
長
野
博
文

立
川
分
団立

川
部
〃
小
笠
原
敏
宏

被
表
彰
者
名
簿

天
坪
分
団
馬
瀬
部
〃
岡
林
寿
夫
東
部
分
団

功
績
章
大
久
保
部
〃
中
西
力
東

大
田
口
分
団
精
績
章

大
田
口
部
団
員
河
野
龍
彦
大
杉
分
団
分
団
長
岡
本
淳

豊
永
分
団
立
川
分
団
副
分
団
長
高
橋
邦
寿
大

豊
永
部
〃
上
池
章
水
豊
永
分
団

〃
〃
栄
枝
寛
文
豊
永
部
団
員
都
築
直
樹

〃
〃
藤
原
清
晴
〃
小
笠
原
俊
一
立

東
部
分
団
岩
原
部
〃
森
下
憲
高
大
田
口
分
団

落
合
分
団
大
田
ロ
部
〃
竹
内
良
二
嶺

西
峰
部
団
員
笹
岡
健
鋭
精
勤
章

〃
〃
笹
岡
康
之
落
合
分
団

響

大
杉
分
団
杉
部
〃
宮
内
章
雄

落
合
部
班
長
上
村
大
栄

大
杉
分
団
穴
内
部
〃
松
岡
浩
司
立
川
分
団

〃
〃
門
田
政
彦

川
口
部
団
員
長
野
佳
人
京

〃
〃
森
下
芳
正
落
合
分
団

〃
〃
都
築
利
夫
西
峰
部
〃
松
尾
明
満

立
川
分
団
立
川
部
〃
高
橋
公
仁
豊
永
分
団
立

大
豊
長
表
彰
豊
永
部
〃
都
築
修
身

功
労
章
〃
〃
都
築
長
生
豊

大
杉
分
団
豊
永
分
団

杉
部
班
長
小
笠
原
一
夫
川
戸
部
〃
永
津
豊
幸
豊

大
田
口
分
団
東
部
分
団

船
戸
部
〃
三
谷
晴
喜

大
久
保
部
〃
高
倉
繁
夫
東

大
杉
分
団
〃
〃
吉
松
英
喜
大

穴
内
部
〃
佐
左
木
英
彦
大
田
ロ
分
団

落
合
分
団
船
戸
部
団
員
秋
山
憲
彦
大

落
合
部
団
員
渡
辺
尊
彦
勤
続
章

豊
永
分
団
大
杉
分
団
杉
部
団
員
鎌
倉
仁

豊
永
部
〃
都
築
康
二
郎
落
合
分
団

豊
永
分
団
落
合
部
〃
岩
本
昌
和

川
戸
部
〃
上
村
範
勝
〃
〃
都
築
清

東
部
分
団
〃
〃
豊
永
信
一

岩
原
部
〃
森
下
広
文
豊
永
分
団

、

川
戸
部
〃
上
村
誠
志

東
部
分
団大

久
保
部
〃
北
村
袈
裟
雄

〃
〃
北
村
要

大
田
ロ
分
団

大
田
口
部
〃
桑
名
盤
雄

〃
〃
坂
本
昇

立
川
分
団立

川
部
〃
内
田
安
明

嶺
北
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

永
年
勤
続
章

豊
永
分
団
分
団
長
小
笠
原
哲
浩

〃

豊
永
部
団
員
西
梅
優
一

立
川
分
団立

川
部
〃
石
川
茂
春

功
績
章

立
川
分
団川

口
部
団
員
飯
田
善
冨

豊
永
分
団
豊
永
部
〃
三
谷
明
保

〃
〃
下
村
勇
治

豊
永
分
団
川
戸
部
〃
都
築
千
年

〃
〃
上
村
誠
志

東
部
分
団
岩
原
部
〃
森
本
宣
彦

大
杉
分
団
杉
部
〃
中
村
大

〃
〃
鎌
倉
仁

大
杉
分
団
穴
内
部
〃
吉
村
真

〃
〃
都
築
泰
清

無 、

吾

貴重な森林資源を焼きつくす山火事・一瞬にして焼きつくす家屋火災・

いずれもちょっとした不始末から思わぬ大火となります。

《お互いに火の使用には、日頃から十分気をつけましよう》
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本
町
の
桧
生
部
落
は
、
標
高
七

○
○
メ
ー
ト
ル
戦
後
の
入
植
で
開

拓
さ
れ
た
集
落
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
土
地
条
件

ま
た
、
過
疎
化
、
後
継
者
難
と
言

っ
た
様
々
な
問
題
が
あ
る
中
で
、

町
内
の
中
核
的
な
農
業
者
で
構
成

す
る
「
か
た
く
な
会
」
の
若
手
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化

や
農
業
振
興
等
の
た
め
に
活
躍
し

て
い
る
松
浦
氏
で
あ
る
。

昭
和
四
十
六
年
、
こ
れ
ま
で
父

親
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
た
冷
涼

野
菜
の
栽
培
を
や
め
、
養
蚕
と
高

冷
地
の
気
象
を
生
か
す
「
フ
リ
ー

ジ
ア
」
の
早
出
し
栽
培
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
市
場
へ
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
加
温
器
を
導
入
す
る
な

ど
、
周
年
化
形
態
に
移
行
す
る
。

昭
和
五
十
年
の
台
風
に
よ
り
ハ

ウ
ス
が
崩
壊
し
た
た
め
、
県
外
に

仕
事
を
求
め
、
そ
の
後
、
花
き
市

場
に
行
っ
た
時
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
花
の
中
に
父
親
の
栽
培
し
た

「
フ
リ
ー
ジ
ア
」
を
眼
の
当
た
り
に

す
る
と
共
に
、
市
場
関
係
者
か
ら

高
い
評
価
を
耳
に
し
た
。

遠
い
故
郷
で
台
風
被
害
を
も
克

服
し
三
年
間
で
花
を
こ
れ
ま
で
に

し
た
父
の
姿
と
、
花
の
魅
力
を
感

じ
、
自
分
で
も
こ
の
よ
う
な
花
を

作
っ
て
み
た
く
な
り
帰
郷
し
た
。

一

表彰を受ける松浦成伸氏

庵
谷
地
区
は
、
中
山
間
地
域
特

有
の
棚
田
・
傾
斜
地
を
有
し
、
耕

作
条
件
の
厳
し
い
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
域
も
近
年
特
に
過
疎
化

と
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
の
不
足

は
深
刻
で
あ
り
、
地
域
農
業
の
維

自
立
し
た
農
業
経
営
を
行
う
た
右
さ
れ
な
い
経
営
基
盤
の
確
立
と

め
、
経
営
を
す
べ
て
任
さ
れ
本
格
新
技
術
の
導
入
な
ど
管
理
技
術
の

謀
鳶
薙
蝶
瀧
謡

蚕
を
や
め
経
営
面
積
の
拡
大
を
図
て
い
る
。

る
と
同
時
に
「
テ
ッ
ボ
ウ
ュ
リ
」
こ
う
し
た
農
業
経
営
・
地
道
な

を
導
入
し
た
。

取
り
組
み
と
実
績
が
高
く
評
価
さ

台
風
の
被
害
経
験
か
ら
ハ
ウ
ス
れ
第
二
十
三
回
日
本
農
業
賞
の
高

の
強
化
を
図
り
、
自
然
災
害
に
左
知
県
代
表
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

エ
貿
幸
鴬
‐
士
よ
中
争
土
糸
‐
②
寺
干
の
心
牟
零
Ｋ
お
貰
韓
Ｘ
⑮
わ
平
中
中
雫
中
山
余
ム
甲
曹
平
準
中
曇
霧
脊
や
垂
貰

大
豊
町
庵
浴
氷
稲
盤
縫
組
治

僅
臓
知
事
表
彰
警
受
残
る

竹

代表者吉村優一氏が受ける

持
を
困
難
な
状
況
に
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
地
区
の
農
家

が
自
主
的
に
立
ち
上
が
り
、
せ
ま

ち
直
し
な
ど
に
よ
り
不
利
な
土
地

条
件
を
克
服
し
地
域
農
業
を
守
る

た
め
、
平
成
三
年
に
庵
谷
水
稲
生

産
組
合
を
設
立
し
、
小
規
模
ほ
場

整
備
事
業
に
取
り
組
む
と
共
に

「
田
植
え
・
稲
刈
り
・
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
」
の
共
同
利
用
で
一
貫
し

た
農
作
業
の
受
託
体
制
を
確
立

し
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
平
成
五
年
度
高
知
県

地
域
農
業
振
興
大
会
に
お
い
て
集

落
・
集
団
の
部
で
高
知
県
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

一

輸入品生かしてわが家も国際化
●●G●●e■●●●①｡●◆●｡●●■●①●心■●●●●■■。●■●●●●●●●■●●●●■●■●●■●●●｡●■●●●●■●●●p●●●｡●●●■■■●●●●●●●●

もっと知りたい、世界の広さ

－4－
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ー
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繕
I

身‘･1’

十=靴麟曽鍵一"“一

耀壷

西寺内実会所木造平屋建
総工費10,609,000円

設計管理ながの設計事務所

施工吉村工務店

三谷実会所木造平屋建

総工費9,785,000円

設計管理ながの設計事務所

施 工小笠原鉄工

《
４

．．…平成e年度慰霊巡拝(墓参)事業の概要一

一
Ｊ

実施時期、期間、巡拝地域は相手Iﾖの郁合等により変廼することがある。

概算経費は外側内経費（航空賃、宿泊代、食那代舗）であり、このほか出発地までのhi内旅饗が加算される。

慨騨謹磯はこれまで実施した慰霊巡拝を参考にしたものであり、日程等により変伽する。

参加満にはl遡家公務員の旅費規定に基づき算出された旅暫の3分の1の補助金が交付され、参加者負担額は、概算経間から同Hi

助金を雄し引いた額である。

(注）1

2

3

4

厚生省による戦没者慰霊巡拝(墓参)計画に参加を希望されるご遺族は、各地区遺族会に連絡をして

下さい。

尚、詳しい日程等については、厚生省から通知があり次第そのつど遺族会に連絡を致します。

大豊町役場住民課福祉班

－13－

地 域

旧ソ連悪参

ハバロフスク地方

アムール州

イルクーツク州

ブリヤート共ｲm

アルタイ共ｲ川'I

クラスノヤルスク地カ

プリモルスク地〃

モ ンゴル墓参

中 hi

ミヤンマ一

ブイリピン

インドネシア

東部ニューギニア

災施昨期

5｝l下旬

r.)|下旬

7〃ド旬

7)1下旬

8)1ドｲlj

8〃下旬

9）l下旬

7)1下旬

7）1下旬

1I町ド旬

lljl下Ilj

3）j上旬

:!)l'hi,」

実施期間

8Ⅲ間

仲

〃

〃

〃

〃

〃

91Illll

911111]

811llll

811mi

811’'11

91111M

派通人瓜

50人

〃

〃

〃

〃

〃

〃

5ii人

30人

40人

60人

4（)人

30人

巡拝地城

典体的な墓参の実施埋非地棒

については、実施:,.l両が砿定

次第述絡する。

ウランバートル周辺

外〔北地区

ﾔﾝプﾝ､トングー､ﾏﾝグﾚー ､バガﾝ帯

ﾙｿﾝﾊ､ﾚｲﾃ鳥､ｾブﾙ､ﾐﾝダﾅｵﾙ呼

ビア久マノタヮリ.パリクパパン､メナド輔

ﾏダﾝ､ウエワ久ボポンデッタ､ラエ聯

概算経賀

(参加巷負担額注4）

’26～35

万円

35～37

32～34

36～38

24～26

‘I（)～‘12

‘18－50

術 ¥

斯潟出発

成川出発

成川出発

成lii出発

成川出発

成川出発

成IⅡ出発
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毎
脚
〉
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●
●
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ｍ
函
〕
ｖ
由
●
ｏ
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亜
ｖ
ｖ
ｅ
●
、
争

一
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
《

↑
◎
平
成
６
年
１
月
１
日
１
２
月
羽
日
ま
で
の
受
付
（
六
名
）
↑

》
出
生
児
生
年
月
日
性
父
母
部
落
垂

起
谷
香
漂
吃
月
茄
日
女
勇
二
ゆ
か
り
川
口
南
起

起
前
島
朋
弥
１
月
４
日
男
慎
一
実
和
大
王
下
ぐ

ぐ
杉
本
良
太
１
月
過
日
男
誠
由
里
杉
ｃ

ｃ
間
鴫
佑
伊
１
月
羽
日
女
利
幸
芳
枝
大
王
下
ｃ

ｃ
西
村
郁
香
２
月
８
日
女
尚
利
智
恵
八
畝
Ｇ

今
上
村
彩
２
月
Ｍ
日
女
幸
夫
典
子
連
火
今

起
元
気
に
育
て
お
お
と
よ
っ
子
壱

Ｇ
Ｇ

一
●
●
ｍ
ｖ
ｖ
。
●
Ｃ
－
ｍ
ｖ
ｖ
●
●
●
ｍ
〉
ｖ
●
、
●
ｍ
ｖ
ｖ
●
早
●
ｍ
ｖ
ｖ
●
●
●
ｍ
》
〉
マ
毎
■
ｅ
ｍ
”
〉
マ
●
参
●
ｍ
Ｕ
ｖ
●
●
●
ｍ
ｖ
ｖ
●
。
ｃ
ｍ
ｖ
ｖ
卓
。
●
一
ｍ
〕
ｖ
ｏ
ｐ
ｅ
－
ｍ
Ｕ
ｖ
ｅ
。
●
ｍ
ｖ
ｖ
●
色
●
ｍ
ｕ
ｖ
●
・
●
ｍ
Ｕ
ｖ
・
・
》

◎
平
成
七
年
歌
会
始
詠
進
歌
の
詠
進
要
項

宮
内
庁

一
、
お
題
「
歌
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
、
未
発
表
の
も
の

三
、
用
紙
は
、
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、
毛
筆
で
自
書
の
も
の

但
し
、
病
気
又
は
身
体
障
害
者
は
代
筆
も
認
め
る
。

四
、
次
の
場
合
に
は
、
失
格
と
な
り
ま
す
。

イ
、
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

ロ
、
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌
と
同
一
の
場
合

ハ
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
を
書
い
て
な
い
も
の

五
、
詠
進
の
期
日
、
九
月
三
十
日
迄
に
、
郵
送
さ
れ
た
も
の

六
、
郵
送
の
宛
先
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一
号

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」
（
氏
名
に
は
フ
リ
ガ
ナ
）

○
詳
し
く
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
返
信
用
切
手
を

は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

碑電

◎
平
成
６
年
１
月
１
日
１
２
月
羽
日
ま
で
の
受
付
（
刀
名
）

氏
名
死
亡
月
日
性
年
齢
部
落

都
築
三
郎
１
月
３
日
男
測
歳
安
野
々

三
谷
時
子
１
月
３
日
女
的
歳
船
戸

上
村
丑
恵
１
月
３
日
女
別
歳
上
桃
原

西
岡
述
貴
１
月
５
日
女
師
歳
小
川

三
谷
茂
穂
１
月
６
日
男
創
歳
佐
賀
山

小
笠
原
千
鶴
子
１
月
８
日
女
ｎ
歳
八
畝

山
崎
正
男
１
月
Ⅱ
日
男
朋
歳
高
須

桑
名
啓
三
郎
１
月
Ⅱ
日
男
布
歳
大
久
保

渡
辺
一
弘
１
月
Ⅱ
日
男
別
歳
怒
田

豊
永
春
江
１
月
Ⅱ
日
女
氾
歳
岩
原

小
松
顕
重
１
月
吃
日
男
躯
歳
中
央

豊
永
か
ね
ゑ
１
月
晦
日
女
卯
歳
川
戸

平
石
喜
代
香
１
月
旧
日
女
刃
歳
八
川

小
笠
原
ツ
ル
ヱ
ー
月
羽
日
女
舵
歳
大
王
下

三
谷
渡
１
月
妬
日
男
肥
歳
怒
田

上
村
八
重
喜
１
月
邪
日
女
別
歳
下
桃
原

伊
賀
笑
子
２
月
２
日
女
創
歳
川
口
南

吉
松
久
盛
２
月
４
日
男
卯
歳
大
砂
子

大
石
龍
夫
２
月
８
日
男
侶
歳
久
寿
軒

森
下
久
恵
２
月
吃
日
女
舵
歳
黒
石

西
村
伍
朗
２
月
Ｍ
日
男
万
歳
大
久
保

野
村
彼
女
２
月
Ｍ
日
女
師
歳
三
津
子
野

佐
々
木
重
教
２
月
陥
日
男
祁
歳
穴
内
二

三
谷
好
子
２
月
〃
日
女
舶
歳
東
庵
谷

三
谷
正
忠
２
月
羽
日
男
別
歳
大
豊
園

森
元
三
郎
２
月
弱
日
男
氾
歳
穴
内
二

秋
山
正
晴
２
月
邪
日
男
弱
歳
葛
原

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

癖、

◆お申し込みは平成B年2月1日から受付◆
お申し込み･お問い合わせは県下各町村役掲へどうぞ

高知県町村交通災害共済組合
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蟹
舞
雁
吟
時
陛
坐
ノ
塵
星
蔵
鐸
冊
離
〕
ノ
皇
狸
；
１
１
載
二

囲
碁
大
会
田
名
参
加

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し
て
大
会
入
賞
者

第
四
回
「
大
豊
頭
脳
ス
ポ
ー
ツ
囲
◎
Ａ
組

碁
大
会
」
と
「
れ
い
ほ
く
カ
ッ
プ
僻
藤
内
ノ
村
貞
彦
二
段

囲
碁
大
会
」
が
、
去
る
三
月
六
日
二
位
山
本
順
三
六
段

二
十
一
世
紀
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
三
位
川
村
文
隆
六
段

四
位
近
藤
カ
ニ
段

ま
し
た
。

大
会
に
は
、
初
心
者
（
十
八
溌
銅
俊
郎
初
段

州
肝
帥
蝿
順
筆
賭
垂
愉
鍬
件
州
脈
韮
”
錘
細
郵
延
一
一
”

内
外
よ
り
集
い
、
午
前
九
時
三
十
三
位
西
岡
千
鶴
男
六
級

分
開
会
。
Ａ
組
・
Ｂ
組
の
ラ
ン
ク
四
位
楠
瀬
覚
一
級

に
分
け
ら
れ
、
一
人
五
回
の
対
五
位
沢
田
博
五
級

戦
、
一
喜
一
憂
、
熱
の
こ
も
っ
た

対
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一

一

◎大会役員（事務局町生涯学習課）

大会長鎌倉宏大豊町教育長

審判長棚野覚高新囲碁解説者

副 山内 修大豊町高須

同小嶋雄大豊町大田口

一
高土 高 高 土
知佐 知 知 佐
市町 市 市 町

土大高大高
佐豊知挫知
町町市町市

川
口
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
川
口
地

区
公
民
館
で
は
、
三
世
代
交
流
事

業
（
生
涯
学
習
）
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
地
域
全
体
の
交
流
を
図

っ
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
か
ら
「
ゆ
と
り
す

と
養
成
事
業
」
に
取
り
組
み
、
空

手
や
太
極
拳
の
講
師
を
招
き
、
週

一
回
の
練
習
を
重
ね
、
今
で
は
講

師
の
先
生
方
も
驚
く
ほ
ど
の
上

達
。
そ
の
発
表
会
が
三
月
六
日
、
川

口
小
学
校
で
行
わ
れ
、
高
齢
者
か

ら
子
供
た
ち
ま
で
大
勢
が
参
加
。

識纏議蕊蕊塞黍
誤諜窯誤熊熊溌雛器鵜龍瀧読誰論詣詑論説読彦

蟻謹雛瀧譲雪謝り
､W互L5

空
手
と
太
極
拳
を
通
し
て
健
康

づ
く
り
を
と
地
域
を
あ
げ
て
楽
し

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

『
０
側
７
》
ｑ
６
劃
■
吊
り
劇
ｊ
１
ｆ
戸
均
ｌ
’
釘
■
も
Ｉ
ｑ
ｊ
Ｈ
７
０
朝
Ｏ
Ｌ
１
り
劃
４
４
；
毎

一
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
時
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
手

『
ｓ
密
８

》
も
え
る
ゴ
ミ
・
粗
大
恥
コ
ミ
等
を
「
町
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
」
に
牢

↑
持
ち
込
む
場
合
、
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
七
十
円
の
処
理
手
数
↑

｝
料
を
頂
い
て
い
ま
す
。
倦

職
そ
の
手
数
料
は
、
後
日
納
入
通
知
書
に
よ
り
納
入
頂
い
て
い
峠

跨
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
よ
り
は
、
ゴ
ミ
持
ち
込
み
の
際
に
清
掃
歩

一
セ
ン
タ
ー
で
支
払
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
跨

闇
せ
し
ま
す
。
働

炉
雫
＃
零
１
苧
趣
爾
握
↓
患
ｉ
‘
や
↑
や
蝕
煎
ｖ
や
！
？
●
腸
あ
＃
士
Ｉ
や
塁
霞
め
‐
！
？
！
？
’
為
Ｉ
隼
し

》
持
ち
込
み
ゴ
ミ

唇

一

の
処
理
手
数
料
は
』

ｉ
雲
ｉ
電
＃
鯉
Ｉ
電
！
直
ｉ
電
ｉ
画
＃
鐘
；
１
趣
剖ａ

川口小学校にて太極拳の演技

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
皆

さ
ん
、
年
金
額
が
四
月
か
ら
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金

制
度
が
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
を
採
用
し
て
お
り
国
民
年
金
生

活
水
準
の
向
上
を
対
応
す
る
た

め
、
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
年
金

額
を
改
定
す
る
も
の
で
、
公
的
年

金
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

今
回
の
改
定
は
平
成
五
年
度
中

の
、
年
平
均
全
国
消
費
者
物
価
指

数
が
、
前
年
比
で
一
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
の
上
昇
率
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
を
受
け
て
改
定
さ
れ
る
も
の

で
す
。

☆
年
金
受
給
者
の

皆
さ
ん
へ
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私
は
こ
れ
ま
で
部
落
差
別
を
二

十
一
世
紀
へ
持
ち
越
さ
な
い
覚
悟

で
実
践
を
進
め
て
き
た
の
で
す

が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
厳
し
い
も

の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

う
ち
つ
づ
く
差
別
事
件
の
発
生

が
こ
う
い
う
思
い
を
さ
ら
に
募
ら

せ
て
い
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

し
か
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
全

く
私
の
心
が
、
そ
の
状
態
に
占
有

さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

私
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
子
ど
も
と

女
性
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
強

め
て
い
く
の
か
、
つ
ま
り
子
ど
も

た
ち
と
女
性
の
力
で
、
残
さ
れ
た

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
人
々
の
変

革
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

授
業
や
現
実
社
会
か
ら

さ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
中
学

一
年
生
か
ら
社
会
科
の
授
業
の
中

（
社
会
啓
発
コ
ー
ナ
ー

部
落
問
題
を
な
く
す
る
た
め

子
ど
も
と
女
性
の
力
を
信
じ
て

、ﾆノ

で
、
「
部
落
の
起
源
か
ら
部
落
差
別

の
実
態
、
部
落
解
放
運
動
、
基
本

的
人
権
の
こ
と
」
な
ど
を
学
び
ま

す
。

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
は
現
実
社

会
の
中
に
、
依
然
と
し
て
厳
し
く

存
在
す
る
部
落
差
別
を
知
り
、
差

11
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一

別
に
苦
し
み
つ
つ
た
く
ま
し
く
生

き
る
人
た
ち
を
知
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
み
ん
な
が

幸
せ
に
な
っ
て
こ
そ
、
ま
わ
り
の

人
も
自
分
も
ま
た
幸
せ
に
生
き
ら

れ
る
こ
と
な
ど
も
知
っ
て
い
く
の

で
す
。

そ
う
し
た
中
で

多
く
の
子
ど
も
た

ち
は
、
自
分
の
学
校

に
同
和
地
区
の
子

ど
も
が
い
る
こ
と

も
知
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
中
で
、

同
和
地
区
の
友
人

に
対
す
る
、
い
じ
め

や
部
落
差
別
発
言

が
し
ば
し
ば
起
き

て
い
る
こ
と
も
知

っ
て
い
る
は
ず
で

す
。

こ
こ
数
年
来
県

内
教
育
現
場
の
中

で
発
生
し
た
差
別

事
件
は
、
全
差
別
事

件
の
六
十
パ
ー
セ

ン
ト
強
の
比
率
を
占
め
て
い
ま

す
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
わ
が
友
を

い
じ
め
、
差
別
し
て
お
き
な
が
ら

心
の
い
た
み
も
感
じ
な
い
子
ど
も

た
ち
の
無
惨
さ
が
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。
と
り
わ

け
、
差
別
発
言
の
場
合
、
同
和
地

区
の
友
人
が
厳
し
い
侮
辱
を
浴
び

て
、
死
ぬ
ほ
ど
の
思
い
に
傷
つ
い

て
い
る
と
知
っ
て
い
る
は
ず
で

、
す
。

真
の
仲
間
つ
く
り
こ
そ

私
は
感
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち

に
「
部
落
の
こ
と
を
も
っ
と
も
っ

と
知
っ
て
欲
し
い
」
と
思
う
の
で

す
。

同
和
地
区
の
友
の
こ
と
、
ク
ラ

ス
の
中
で
、
し
ん
ど
い
立
場
に
あ

る
友
人
の
こ
と
を
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
受
け
止
め
て
ほ
し
い
と

思
う
の
で
す
。

学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
は
、

一
言
で
い
え
ば
仲
間
つ
く
り
に
つ

き
る
と
思
う
の
で
す
。
相
手
の
喜

び
や
苦
し
み
に
感
動
し
、
共
感

し
、
友
人
の
た
め
に
涙
を
流
す
こ

と
の
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
て
い

く
の
が
第
一
で
、
や
さ
し
さ
と
勇

気
を
身
に
つ
け
た
人
間
が
一
人
で

も
ふ
え
な
け
れ
ば
世
の
中
は
良
く

一

な
ら
な
い
の
で
す
。
「
ど
う
し
て
同

和
問
題
ば
か
り
取
り
上
げ
る
の
で

す
か
」
と
い
う
大
人
た
ち
も
い
ま

、
す
。

学
校
や
行
政
は
、
同
和
問
題
ば

か
り
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
そ
う
と
呼
び
掛
け

て
い
る
の
で
す
。

◎
本
町
で
も
人
権
問
題
を
含
め

「
あ
ら
ゆ
る
」
差
別
を
な
く
し
、
心

と
心
の
ふ
れ
あ
う
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
で
、
県
同
教
前

会
長
中
山
忠
男
先
生
に
、
ご
無
理

を
願
い
「
社
会
啓
発
コ
ー
ナ
ー
」

に
ご
投
稿
を
頂
い
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
の
早
期
解
決
と
人
権

の
尊
重
を
生
活
の
中
で
お
互
い
に

話
し
合
い
差
別
の
な
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
中
央
公
民
館
長

１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ

◎
日
本
国
憲
法
第
三
章

「
国
民
の
権
利
及
び
義
務
」

第
十
四
条
す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人

権
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分

又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お

い
て
、
差
別
を
さ
れ
な
い
。
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可
睡
Ｉ
ｊ
歴
Ｉ
ｊ
歴
１
Ｊ
鹿
１
１
亜
‐
ｌ
庭
１
ｊ
唾
１
Ｊ
麓
１
Ｊ
麓
ｉ
ｊ
歴
１
Ｊ
庭
１
Ｊ
睦
１
Ｊ
竃
１
Ｊ
麓
１
ｊ
庭
１
Ｊ
麓
１
Ｊ
庇
一

関

牢
大
豊
町
・
歯
科
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
碑

東
豊
永
担
当
保
健
婦
三
木
幸
美
詐

幽

亜
Ｉ
歴
ｌ
露
ｌ
躍
ｌ
露
ｌ
匪
ｌ
亜
ｌ
麓
ｌ
亜
ｌ
厩
ｌ
産
Ｉ
歴
ｌ
麓
ｌ
歴
ｌ
庭
ｌ
歴
ｌ
露
１
－

〃
八
十
歳
で
二
十
本
の
歯
を
残
永
・
西
峰
地
区
」
「
平
成
六
・
七
年

そ
う
″
と
い
う
８
０
２
０
（
ハ
チ
度
Ｉ
豊
永
・
岩
原
地
区
」
「
平
成

マ
ル
ニ
マ
ル
）
運
動
に
も
み
ら
れ
八
・
九
年
度
Ｉ
大
田
口
・
穴
内
地

る
よ
う
に
、
健
康
づ
く
り
の
ス
ボ
区
」
「
平
成
十
・
十
一
年
度
１
大

ツ
ト
ラ
イ
ト
が
歯
科
保
健
に
も
む
杉
・
立
川
地
区
」
「
平
成
十
二
．
十

け
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
三
年
度
Ｉ
天
坪
地
区
」
を
計
画
し

食
行
動
を
支
え
て
い
る
歯
の
健
て
い
ま
す
。

康
づ
く
り
は
、
体
そ
の
も
の
の
健
ロ
、
ス
タ
ッ
フ
の
編
成

康
を
支
え
る
為
に
欠
か
す
こ
と
の
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
・
保
健

で
き
な
い
も
の
で
す
。
婦
・
保
母
・
住
民
課
衛
生
班
・
必

歯
の
健
康
は
生
活
習
慣
（
食
生
要
に
応
じ
、
歯
科
医
の
助
言
を
得

活
や
歯
磨
き
等
）
の
中
で
築
か
れ
る
。
ま
た
、
各
地
区
の
組
織
に
協

る
こ
と
が
多
く
、
単
に
乳
幼
児
や
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
母
親
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
ハ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
く
、
家
族
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
実
態
の
把
握
や
事
業
の
効
果
を

み
の
取
り
組
み
の
中
で
、
習
慣
化
み
た
り
、
反
省
資
料
と
す
る
た
め

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

た
鐘
脈
瞬
剛
脈
荊
環
姓
鵬
髄
通
剛
一
一
、
東
豊
永
。
西
峰
地
区
モ
デ
ル

育
所
を
中
心
に
更
に
家
族
や
地
域
事
業
の
ま
と
め

へ
と
、
歯
の
健
康
づ
く
り
の
輪
を
イ
、
事
業
の
内
容

広
げ
よ
う
と
、
平
成
四
年
度
か
ら
歯
の
健
康
を
見
直
し
、
歯
へ
の

本
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
関
心
を
持
つ
為
の
キ
ッ
カ
ケ
作
り

一
、
事
業
の
内
容
（
地
区
指
定
）
殴
肌
択
附
閥
賊
唖
春
織
雅
畑
帆
Ⅷ

イ
、
町
内
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
平
成
四
年
度
に
は
他
の
活
動
に
加

け
、
二
年
ご
と
に
順
次
各
ブ
ロ
ッ
え
て
、
歯
の
健
康
ま
つ
り
《
８

ク
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
。
０
．
２
０
ザ
・
東
豊
永
》
を
開
催

「
平
成
四
・
五
年
度
Ｉ
東
豊
し
ま
し
た
。

”

ロ
、
年
間
計
画

各
年
度
ご
と
に
、
歯
科
保
健
の

活
動
計
画
を
立
て
実
施
。

平
成
五
年
度
は
、
地
区
内
で
の

健
康
教
育
を
主
に
し
た
活
動
に
加

え
て
、
循
環
器
検
診
と
同
時
に
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
点
検
指
導

を
実
施
し
、
併
せ
て
ハ
ブ
ラ
シ
の

配
布
等
を
行
い
ま
し
た
。

ハ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

歯
磨
き
と
歯
の
本
数
に
限
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
し
た
が
、
そ
の
結

わ
け
で
す
が
、
従
来
関
心
の
低
い

歯
の
健
康
づ
く
り
と
言
う
こ
と
で

地
域
に
こ
の
活
動
が
充
実
浸
透
し

に
く
い
面
が
あ
っ
た
と
思
え
ま
す

が
、
東
豊
永
・
西
峰
地
区
で
実
施

し
学
ん
だ
こ
と
を
ス
テ
ッ
プ
に
、

更
に
次
の
モ
デ
ル
地
区
へ
と
結
げ

益
々
歯
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

ー

､
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年 齢 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80以上

性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

間1 毎日

ときどき

みががない

3 1 4 2 4 1

1

3

2

6 2

／

Vｲ．

3

2 8

1

問2 朝起きたとき

食 後

寝る前

その他

1

2

3

1

1

3

1

2

2

2

1

3

1

1

3

2

2

1

3

2

2

2

1

1

1 1

5

9

1

2 7

2

4

問3 O～5本

6～10本

11～15本

16～20本

21～25本

26～30本

30本 以 上

1

1

1

1

2

2

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

4

2

1

1

1

16

1

1

2 7

2



★
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
の
落
と
し
穴

収
入
を
考
え
た
使
い
方
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
力
ｌ
ド
は
、
お
金

が
な
く
て
も
後
払
い
で
き
る
の
で
便

★
『
悪
質
商
法
」
の
実
例

う
ま
い
話
に
は
の
ら
な
い

巧
み
な
手
口
で
誘
い
を
か
け
、
大

切
葱
お
金
を
だ
ま
し
と
る
の
が
「
悪

質
商
法
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
最
近

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
が
被
害
に
巻
き

込
ま
れ
た
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
マ
ル
チ
商
法

「
新
し
い
会
員
を
誘
え
ば
、
高
額

収
入
が
得
ら
れ
る
」
と
い
っ
て
高
い

商
品
を
購
入
さ
せ
た
り
、
入
会
金
な

ど
を
支
払
わ
せ
た
り
す
る
商
法
。
こ

う
し
て
組
織
に
加
入
さ
せ
、
自
分
よ

り
後
に
入
っ
て
き
た
会
員
か
ら
利
益

気
を
つ
け
て
甘
い
誘
惑
も
う
け
話

四
月
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
と
は
違
い
、
正
社
員
と
し
て
収
入
を
得
て
生
活
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
使
う
の
か
は
あ
な
た
の
自
由
で
す
が
、

各
種
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
、
社
会
人
と
し
て
不
可
欠
な
要
素
で
す
。

新
社
会
人
に
対
す
る
消
費
者
啓
発

利
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
〃
魔
法
の
力

ｌ
ド
“
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
い
方

を
誤
る
と
、
自
分
の
支
払
い
能
力
を

超
え
た
金
額
が
後
か
ら
講
求
さ
れ
、

な
か
に
は
返
済
で
き
な
く
な
る
人
も

を
得
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
が
入
会
し
た
と
き
に

出
し
た
お
金
に
見
合
う
収
入
を
得
る

の
は
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
の
で
す
。

ま
た
、
友
人
や
知
人
な
ど
を
勧
誘
す

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
交
友
関
係
を

壊
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
う

ま
い
話
に
は
、
よ
く
注
意
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格
商
法

「
国
家
資
格
に
な
る
』
「
試
験
が
免

除
に
な
る
」
「
昇
進
に
有
利
」
な
ど
と

電
話
で
勧
誘
し
、
講
座
の
受
講
や
教

材
購
入
の
契
約
を
さ
せ
る
商
法
。
民

間
の
任
意
資
格
な
の
に
、
あ
た
か
も

f砿

い
ま
す
。
月
々
の
収
入
を
考
え
て
、

利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
に
認
定
さ
れ
た
資
格
の
よ
う
に
説

明
し
、
す
ぐ
に
で
も
国
家
資
格
に
な

る
よ
う
な
説
明
を
し
ま
す
。
し
か
し
、

国
家
資
格
は
こ
う
し
た
講
座
を
受
講

し
た
だ
け
で
、
簡
単
に
取
得
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
継
続
的
サ
ー
ビ
ス

継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
る
エ
ス
テ
や
語
学
教
室
は
、
契
約

時
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
や
現
金
一

括
払
い
な
ど
の
方
法
が
多
く
、
中
途

解
約
や
既
払
い
金
の
返
還
を
巡
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
、
支
払
い
方
法
、
中
途

解
約
条
件
な
ど
を
十
分
に
確
認
し
て

契
約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
先

通
商
産
業
省
消
費
者
相
談
室

壷
○
三
’
三
五
○
一
’
四
六
五
七

こ
の
ほ
か
、
通
商
産
業
局
の
消
費

者
相
談
室
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
区

町
村
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

、

知
っ
て
い
窟
百
秒

免
許
証
の
色
分
け
を
？

五
月
十
日
か
ら
改
正
さ
れ
る
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
優
良
運
転

者
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

優
良
運
転
者
は
ゴ
ー
ル
ド
、
新
し
い
免
許
は
グ
リ
ー
ン
、
そ
の

他
は
ブ
ル
ー
の
免
許
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
優
良
運
転
者
と
は
、
続
け
て
免
許
を
受
け
て
い
る
期
間
が
五

年
以
上
で
過
去
五
年
間
に
無
違
反
の
人
の
こ
と
。

○
新
し
い
免
許
の
人
は
安
全
運
転
の
励
行
を
自
覚
し
て
も
ら
う

た
め
、
初
心
者
マ
ー
ク
と
同
じ
グ
リ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ブ
ル
ー
と
な
り
ま
す
。

○
更
新
期
限
の
近
づ
い
た
人
に
は
、
公
安
委
員
会
か
ら
更
新
連

絡
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

期
限
切
れ
を
防
ぎ
、
更
新
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

も
、
住
所
な
ど
が
変
わ
っ
た
人
は
速
や
か
に
記
載
事
項
の
変
更
届

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
、
ゴ
ー
ル
ド
免
許
証
と
な
る
よ
う
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
安
全
運
転
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

や
め
よ
う
／
違
法
駐
車

違
法
駐
車
は
、
公
共
輸
送
機
関
や
車
両
の
正
し
い
交
通
の
流
れ

を
阻
害
し
ま
す
。

又
、
事
故
を
招
き
緊
急
車
両
の
運
行
の
妨
害
と
な
り
ま
す
。

◎
警
察
で
は
、
毎
月
二
十
五
日
を

『
ク
Ⅲ
ソ
ー
ン
ロ
ー
Ａ
ｒ
デ
ー
』

と
指
定
し
て
、
違
法
駐
車
を
無
く
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

道
路
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と
り
が
違
法
駐
車
の
迷
惑
を
考
え
ク

リ
ー
ン
で
安
全
な
道
路
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田
警
察
署
・
本
山
警
察
署

緯、

－12－



ざ瀞噸逗魂 献血シンボルマーク募集
高知県では､県民の皆さんの献血に対する意識を高めるため、シ

ンボルマークを募集します。

☆応募方法

彩色は自由です。ケント紙又は画用紙の表面に図案

（作品サイズ:100mⅢxlOOmm程度)裏面に趣旨を明記して下さい。

☆応募資格高知県に住んでいる方

☆しめきり平成6年5月31日（当日消印有効）

☆入選作品平成6年7月上旬に発表予定

☆表彰入選者に賞状と記念品を贈り表彰します。

☆応募先高知市丸ノ内2丁目4－l

高知県環境部薬務課a0888-23-9681
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鯵今後とも可愛がって下さいね鯵
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前島 朋
り ょうた

杉本良太くん
や

弥くん
か り ん

谷香漂巧,"ん

「一

戸
酉
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あやか
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あや
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1秒11

間|鳴佑伊可ｬ･ん上村

スポーツ安全協会傷害保険
（賠償責任保険付）スポーツ安全保険

握
手
に
も
言
葉
が
こ
も
る
盆
梅
咲

く
三
谷
幸
正

子
守
唄
聞
こ
え
て
き
そ
う
冬
花
菜

杉
本
賀
美

や
主
言
呼
二

’
※学校週5日制の実施に伴い、その休日に様々な生涯学習活動が行われています。
万一に備えて、ぜひご加入をおすすめいたします。

■対象となる事故 ■ 保 険 期 間
●グループ活動中の事故●往復途上の事故平成6年4月1日よ'ﾉ翌年3月31日まで（申込受付は3月より）

お問い合わせは

大豊町教育委員会生涯学習課TEL72－0450

一

句
会

作
品
抄

桐
落
葉
言
葉
の
裏
が
見
え
て
い
る

猪
野
義
晴

目
覚
め
て
の
枕
の
窪
み
白
障
子

秋
山
良
恵

言
い
た
い
事
言
え
な
い
辛
さ
寒
椿

松
浦
美
恵

松
活
け
て
立
つ
百
年
の
深
庇

徳
弘
妙
子

春
立
つ
日
金
太
郎
飴
に
ま
あ
る
い

顔
吉
川
邦
子

夢
二
の
絵
か
ら
ぬ
け
て
来
た
女
春

の
雪
鎌
倉
き
み
え

つ
ち
ふ
る
や
暗
き
に
座
る
味
噌
の

桶
小
笠
原
喜
水

連
山
の
木
霊
鎮
め
り
雪
女
郎

小
川
み
や

近
づ
き
て
息
ひ
と
つ
吸
ふ
水
仙
花

小
笠
原
恒
子

温
室
ハ
ー
ブ
雪
を
遠
嶺
に
育
ち
け

り
久
保
政
子

有
機
肥
料
撒
き
深
ぶ
か
と
春
耕
す

渡
辺
茂
子

構
造
改
善
墓
の
恋
田
の
無
う
な
り

ぬ
石
原
の
ぶ

畑

曾
噸

。

。
を

作
品
抄

句
会
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5人以上のグループでこ加入下さい。

●ｽボー ﾂ少年目･子ども会‘と中学生以下のグﾙー ブ

●成人の文化活動、奉仕活動のグループ

●ママさんバレーなどの地域スポーツのグループ

●高枝の運助詞風び大学･社会などのｽボー ﾂ同好会

●一定の資格のある指導者のグループ

●老人クラブ団体

団体員がおおむね60雄以上の

人により構成された団体

掛金

(1人年額）

400円

1.300円

600;

傷害保険（保険金額）

死亡･醜随醤

最弼

2,000
万 円

500
万 円

入院

1日につき

4,000月

1,800円

通院

旧につき

1,500円

1,000円

賭償責任保険

(支払限度額）

対人賠償

1人1侭円

1*故5僅円

対物賠償

500
万円

共済見舞金

突然死およ

び日射病、

燃射病によ

る死亡

120万円


